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〇 特集 平成２７年度から生活困窮者対策が本格化 

〇 平成２６年度 福岡県社協 事業計画 

〇 赤い羽根共同募金 「県内５０番目の寄付つき商品が誕生」 

〇 災害時に頼れる社協相互ネットワーク 

〇 本会研修のご案内 

〇 ふくふくニュース 本年度から従来の本誌 PDF データと併せて、テキスト 

データをホームページからダウンロードいただけます。 



 

          

近
年
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

生
活
困
窮
に
至
る
リ
ス
ク
の
高
い
人
や
稼

働
年
齢
層
を
含
む
生
活
保
護
受
給
者
が
増

大
し
て
お
り
、
人
々
の
生
活
を
重
層
的
に
支

え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
平
成
26
年

１
月
に
、
全
国
の
生
活
保
護
受
給
者
数
が
過

去
最
多
の
２
１
６
万
７
，
９
２
７
人
（
う
ち

本
県
１
３
万
２
，
６
７
０
人
）
、
生
活
保
護

受
給
世
帯
数
も
過
去
最
多
の
１
５
９
万
９
，

１
８
６
世
帯
（
う
ち
本
県
９
万
５
，
０
９
３

人
）
に
達
す
る
等
、
昨
今
で
は
生
活
困
窮
者

の
増
加
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
※
本
県
分

は
、
２
政
令
市
、
１
中
核
市
含
む
） 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
の
社
会
保
障
審
議

会
「
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に

関
す
る
特
別
部
会
」
で
生
活
困
窮
者
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
や
対
策
に
具
体
的
な
制
度

設
計
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
報
告
書

と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、
生
活
保
護
に
至

る
前
の
段
階
の
人
を
支
援
す
る
「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
」
が
平
成
25
年
12
月
に
成

立
し
、
平
成
27
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

 

         

【
主
な
内
容
】 

 

新
制
度
に
お
い
て
、
福
祉
事
務
所
設
置
自

治
体
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
、
次
の
よ
う
な

支
援
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 
①
自
立
相
談
支
援
事
業
（
※
） 

生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
に
早
期
か
つ

包
括
的
に
応
ず
る
相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
。

 

生
活
困
窮
者
の
抱
え
て
い
る
課
題
を
適

切
に
評
価
・
分
析
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
し
、

そ
の
課
題
を
踏
ま
え
た
「
自
立
支
援
計
画
」

を
作
成
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や
支
援

の
実
施
状
況
の
確
認
な
ど
も
行
い
ま
す
。 

 

②
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
（
※
） 

離
職
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
生
活
困
窮

者
等
に
対
し
家
賃
相
当
の
「
住
居
確
保
給
付

金
」
を
有
期
で
支
給
し
ま
す
。 

 

③
就
労
準
備
支
援
事
業 

生
活
習
慣
形
成
の
た
め
の
指
導
・
訓
練
、

就
労
の
前
段
階
と
し
て
必
要
な
社
会
的
能

力
の
習
得
、
事
業
所
で
の
就
労
体
験
の
場
の

提
供
や
、
一
般
雇
用
へ
の
就
職
活
動
に
向
け

た
技
法
や
知
識
の
取
得
等
の
支
援
を
行
い

ま
す
。 

④
一
時
生
活
支
援
事
業 

住
居
の
な
い
生
活
困
窮
者
で
あ
っ
て
、
所

得
が
一
定
水
準
以
下
の
者
に
対
し
て
、
省
令

で
定
め
る
期
間
内
に
限
り
、
宿
泊
場
所
の
供

与
や
衣
食
の
供
与
等
を
行
い
ま
す
。 

 

⑤
家
計
相
談
支
援
事
業 

生
活
困
窮
者
の
家
計
の
再
建
に
向
け
た

相
談
、
家
計
管
理
指
導
等
を
行
う
ほ
か
、
法

テ
ラ
ス
等
と
の
連
携
、
必
要
に
応
じ
て
貸
付

の
あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
ま
す
。 

 

⑥
学
習
支
援
事
業 

 

生
活
困
窮
家
庭
の
養
育
相
談
や
学
び
直

し
の
機
会
の
提
供
、
学
習
支
援
と
い
っ
た

「
貧
困
の
連
鎖
」
の
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
等
を
行
い
ま
す
。 

 

前
記
の
う
ち
①
と
②
は
必
ず
実
施
さ
れ

る
必
須
事
業
（
※
）

で
、
そ
れ
以
外
は
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
任
意
事
業
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
人
や
特
定

非
営
利
活
動
法
人
等
に
も
委
託
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
全
国

各
地
で
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
モ
デ
ル
事

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

福
岡
県
で
は
、
平
成
25
年
12
月
か
ら
糟

屋
郡
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
都
道
府
県
が
認
定
す
る
就
業
訓
練

事
業
（
い
わ
ゆ
る
「
中
間
的
就
労
」
）
は
、

雇
用
に
よ
る
就
業
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

が
難
し
い
人
に
対
し
て
、
本
人
が
可
能
な
形

で
働
け
る
場
を
提
供
し
な
が
ら
自
立
を
助

け
る
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。 

い
ず
れ
の
事
業
も
対
象
と
な
る
の
は
、
生

活
困
窮
者
で
、
生
活
保
護
に
至
る
可
能
性
の

あ
る
者
で
自
立
が
見
込
ま
れ
る
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

   

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。 

既
存
の
制
度
や
機
関
が
〝
生
活
困
窮
者
〟

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
一
筋
縄
で
は

い
き
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ま
で
公
的
な
支
援
で
支
え
て
き
た

対
象
者
だ
け
で
は
な
く
、
若
年
未
就
業
者
や

長
期
失
業
者
と
い
っ
た
経
済
的
に
困
窮
す

る
人
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な

っ
て
い
る
人
、
さ
ら
に
疾
病
、
家
庭
問
題
、

あ
る
い
は
犯
罪
等
複
雑
な
課
題
を
抱
え
る

人
な
ど
、
公
的
な
支
援
の
目
が
届
き
に
く
い

困
窮
者
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
潜
在
的
な
困
窮
者
の
中
に
は
、

地
域
の
中
に
各
種
の
支
援
機
関
、
制
度
、
サ

ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
や
、
相

談
で
き
る
窓
口
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
、
自
身
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ず
悩
み
を
抱
え
る
人
々
が
多
く
、
ま
す
ま

す
潜
在
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

各
地
で
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み

が
進
む
中
、
本
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
で
も

民
間
の
立
場
で
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
を

手
探
り
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。 

  

平
成
２７
年
４
月
か
ら 

生
活
困
窮
者
支
援
自
立
支
援
法
が
施
行 

潜
在
化
す
る
多
様
な
生
活
困
窮
者 
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 ホームレス数の推移（全国・福岡県）    単位：人

 H22 H23 H24 H25 H26 

全 国 13,124 10,890 9,576 8,265 7,508 

福 岡 県 614 442 423 354 369 

厚生労働省「ホームレスの実態に関する全国調査」（平成２６年１月）結果より抜粋 

  

社
会
福
祉
法
人
慈
愛
会
（
法
人
本
部
：
大

刀
洗
町
）
が
糸
島
市
で
運
営
し
て
い
る
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
篠
原
の
里
」
で
は
、
平
成
24

年
２
月
か
ら
毎
月
１
回
、
福
岡
市
の
博
多
駅

前
の
公
園
で
ホ
ー
ム
レ
ス
の
炊
き
出
し
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

発
案
者
で
あ
る
篠
原
の
里
の
田
中 

英
樹

施
設
長
は
、
支
援
開
始
当
時
の
こ
と
を
次
の

よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

「
福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ

ー
の
打
診
で
矯
正
施
設
を
退
所
す
る
高
齢

者
を
篠
原
の
里
で
受
入
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
刑
期
を
終
え
、
出
所
し
た
が

行
き
場
が
な
い
触
法
高
齢
者
の
負
の
連
鎖

を
止
め
た
い
と
い
う
想
い
で
し
た
。 

 

こ
の
時
受
け
入
れ
た
高
齢
者
が
、
以
前
ホ

ー
ム
レ
ス
を
し
て
い
た
人
で
、
あ
る
日
、
施

設
を
抜
け
出
し
、
職
員
総
出
で
探
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
路
上
生
活
を
送
っ

て
い
た
場
所
に
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
施
設
か
ら
２０
ｋ
ｍ
離
れ
た
博
多
駅
近

く
の
公
園
で
聞
込
み
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
懸
命
の
行
動
が
功
を
奏
し
、
発
見

に
つ
な
が
り
ま
し
た
が
、
こ
の
際
に
協
力
い

た
だ
い
た
の
が
ホ
ー
ム
レ
ス
の
仕
切
り
役

の
方
で
し
た
。
こ
の
縁
が
も
と
で
、
社
会
福

祉
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
何
か
役
立
つ
こ
と

は
な
い
か
考
え
た
結
果
、
炊
き
出
し
と
い
う

活
動
に
繋
が
り
ま
し
た
。
」 

 

集
ま
っ
て
く
る
の
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
と
は
限
ら
ず 

 

１
回
の
炊
き
出
し
に
集
ま
っ
て
く
る
の

は
、
７０
名
前
後
の
博
多
駅
周
辺
で
暮
ら
す

ホ
ー
ム
レ
ス
の
ほ
か
、
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
一
部
の
生
活
保
護
受
給
者
や
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
難
民
と
呼
ば
れ
る
若
者
達
の
姿
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。（
表:

ホ
ー
ム
レ
ス
数
の
推
移

参
考
） 炊

き
出
し
の
内

容
は
、
温
か
い
豚

汁
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
お
茶
、
そ
れ

に
冬
場
は
使
い
捨

て
カ
イ
ロ
を
付
け
、

毎
回
用
意
す
る
１

２
０
人
分
は

20

分
程
で
配
り
終
え

て
し
ま
い
ま
す
。

公
園
内
で
は
火
器

が
使
え
な
い
の
で
、

施
設
で
あ
ら
か
じ

め
調
理
し
た
も
の

を
保
温
し
て
お
き
、

熱
々
の
状
態
で
配

る
工
夫
も
し
て
い

ま
す
。 

 

 広
が
る
理
解
・支
援
の
輪 

 

活
動
を
行
う
上
で
、
様
々
な
課
題
も
あ
り

ま
し
た
。
公
園
の
使
用
許
可
・
提
供
す
る
食

事
の
内
容
や
衛
生
面
等
で
他
の
支
援
団
体

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
行

政
当
局
に
も
何
度
も
足
を
運
び
一
つ
一
つ

支
援
体
制
を
固
め
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
職
員
数
が
非

常
に
少
な
く
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
無

理
な
く
支
援
を
継
続
す
る
に
は
、
限
界
が
あ

り
ま
す
。
職
員
の
理
解
は
勿
論
の
こ
と
、
こ

こ
ま
で
支
援
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
ホ

ー
ム
の
利
用
者
が
支
援
を
行
う
側
と
し
て

調
理
を
担
当
し
た
り
、
配
膳
を
担
当
す
る
な

ど
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
大

き
い
で
す
。 

 
必
要
な
支
援
先
に
つ
な
ぐ
こ
と
も 

 

活
動
は
、
炊
き
出
し
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
園
の
一
角
に
生
活
困
窮
者
向
け
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
看
護
師
に
よ
る
バ
イ

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
等
、
栄
養
面
以

外
で
の
支
援
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政

や
社
会
福
祉
士
会
等
の
相
談
窓
口
の
情
報

提
供
、
他
の
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
団
体
と
の
情

報
交
換
を
行
う
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

生
活
困
窮
者
の
支
援
は
、
積
極
的
に
動
く
こ

と
と
寄
り
添
う
こ
と
が
必
要 

 

田
中
施
設
長
は
、
生
活
困
窮
者
を
支
援
す

る
う
え
で
大
切
な
こ
と
と
し
て
、
「
待
っ
て

い
て
は
向
こ
う
か
ら
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
出
て
課
題
を
見
つ
け
て
く
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
手
を
差
し
伸
べ
、

寄
り
添
う
支
援
が
必
要
で
す
。
高
齢
の
ホ
ー

ム
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
触
法
者
の
社
会
復
帰

な
ど
で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
救
護
施
設
の

よ
う
な
社
会
福
祉
施
設
は
、
今
受
け
皿
と
し

て
の
機
能
、
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」

と
強
調
さ
れ
ま
す
。 

 

篠
原
の
里
の
事
例
は
、
行
き
場
の
な
い
生

活
困
窮
者
に
対
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
が
福

祉
を
取
り
巻
く
環
境
や
動
向
を
踏
ま
え
、
生

活
困
窮
者
支
援
等
の
様
々
な
制
度
外
サ
ー

ビ
ス
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
先

行
事
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

慈
愛
会
・
篠
原
の
里
の
取
り
組
み 

健康相談では、健康管理ノートをひとりずつ

用意しています。 

施設の利用者も支援者として参加する 

炊き出しの風景 

炊き出しの時間になると、周辺から続々と 

集まって来られます。 
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家
族
間
や
住
民
同
士
の
関
係
の
希
薄
化

等
に
よ
る
社
会
的
孤
立
や
厳
し
い
雇
用
経

済
情
勢
に
よ
る
失
業
、
生
活
困
窮
等
の
社

会
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
地
域
に
お
け

る
「
つ
な
が
り
」
、
「
絆
」
の
大
切
さ
が
見

直
さ
れ
、
そ
の
再
構
築
に
向
け
て
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。 

一
方
、
国
で
は
、
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
法
人
改
革
、

地
方
分
権
改
革
、
規
制
・
制
度
改
革
な
ど
、

社
会
・
経
済
全
般
に
わ
た
る
改
革
が
着
実

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
会
で
は
、
市
区

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
強
化

し
、
誰
も
が
社
会
と
関
わ
り
を
持
ち
な
が

ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
元
気

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域

福
祉
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。 

ま
た
、
各
社
会
福
祉
施
設
種
別
協
議
会

と
の
連
携
の
も
と
、
社
会
福
祉
法
人
の
経

営
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と

も
に
、
福
祉
・
介
護
分
野
の
慢
性
的
な
人

材
不
足
を
解
消
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
高
め
る
た
め
に
、
福
祉
・
介
護
分
野
へ 

の
就
業
促
進
・
人
材
定
着
並
び
に
従
事
者

の
資
質
向
上
の
取
り
組
み
強
化
に
努
め
る
。 

    

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
支
援
活

動
の
経
験
を
活
か
し
、
日
頃
か
ら
市
区
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
施
設
等

関
係
機
関
・
団
体
と
協
働
し
て
地
域
の
防

災
力
の
向
上
に
努
め
る
。 

本
年
度
は
、
県
委
託
事
業
の
一
部
が
廃
止

ま
た
は
企
画
提
案
公
募
に
切
り
替
わ
る
な

ど
、
本
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
中
、
組
織
運
営
の
合
理
化
を

進
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま

え
、
県
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
先
駆
的

な
取
り
組
み
や
事
業
の
一
層
の
充
実
に
努

め
る
。 

                

  

１ 

共
助
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
地

域
福
祉
の
推
進 

（
１
）
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
・
支
援 

昨
年
度
、
市
町
村
社
協
委
員
会
及
び
専

門
委
員
会
で
協
議
・
策
定
し
た
「
県
内
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
方
針
」
の
周

知
徹
底
と
、
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
役
職
員
を
対
象
と
し
た
階
層
別
研
修
会

や
共
助
社
会
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
モ
デ

ル
指
定
事
業
等
を
通
し
て
、
役
職
員
の
資

質
向
上
と
地
域
福
祉
活
動
の
更
な
る
充
実

強
化
に
努
め
る
。 

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
新
会
計
へ
の
移

行
を
は
じ
め
、
適
正
な
法
人
会
計
事
務
が

行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。 

 （
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
と
福

祉
教
育
の
推
進 

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
に
対
し
、
情
報

提
供
や
活
動
支
援
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
振
興
を
図
る
。 

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
学
校
、
地

域
住
民
が
協
働
し
た
福
祉
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
福
祉
教
育
教
材
「
と
も
に
生
き
る
」

の
作
成
を
進
め
る
。 

 （
３
）
地
域
に
お
け
る
災
害
時
の
取
り
組

み
の
強
化 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運

営
訓
練
モ
デ
ル
指
定
事
業
の
成
果
等
を
通

し
て
、
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
関

係
機
関
・
団
体
、
地
域
住
民
が
連
携
し
た

災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
、
被
災
者
支
援

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。 

 （
４
）
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
推
進 

各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
る
住
民
主
体
の
活
動
を
一
層
推
進

し
、
人
と
人
、
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
や

絆
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域
住
民
や
関
係
機

関
・
団
体
の
協
働
に
よ
る
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
全
県

域
に
普
及
し
て
い
く
。 

 （
５
）
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
支
援 

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
連

携
を
強
化
し
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
担

い
手
と
し
て
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
す
る
。 

 

２ 

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
支
援
に

関
す
る
取
り
組
み 

 （
１
）
社
会
福
祉
法
人･

施
設
の
経
営
支
援 

介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
福
祉
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
、
社
会
的
養
護
の
課
題
、

生
活
困
窮
者
対
策
、
社
会
福
祉
法
人
の
在

り
方
、
社
会
福
祉
法
人
新
会
計
基
準
、
防

災
対
策
な
ど
法
人
・
施
設
の
経
営
に
関
す

る
情
報
収
集
・
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に

時
宜
に
適
し
た
研
修
会
を
実
施
し
、
各
社

会
福
祉
施
設
を
支
援
す
る
。 

 

３ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
適
正

な
運
営 

 

（
１
）
資
金
貸
付
の
適
正
化 

貸
付
申
請
内
容
の
調
査
を
徹
底
し
、
厳

し
い
雇
用
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
生
活
福
祉

資
金
貸
付
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め
る
。

 

Ⅱ 

重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

平
成
26
年
度

 福岡
県
社
協

 事
業
計
画

 

Ⅰ

本

年

度

の

方

針 
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（
２
）
債
権
管
理
の
強
化 

滞
納
世
帯
に
対
す
る
督
促
、
市
区
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
呼
び
出
し
を
行
う

と
と
も
に
、
長
期
滞
納
者
に
は
個
別
に
自

宅
訪
問
等
に
よ
る
償
還
指
導
を
実
施
す
る
。

 

さ
ら
に
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は

法
的
手
続
（
支
払
督
促
）
を
行
い
、
債
権

管
理
を
強
化
す
る
。 

 

（
３
）
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
の
迅
速
な

貸
付 

住
居
喪
失
者
に
対
し
、
各
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
迅
速
な
資
金
貸
付
を
行
う
。

 
 ４ 

福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就
業
促
進
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み 

 （
１
）
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
の
た
め
の

事
業
の
充
実 

慢
性
的
な
人
材
不
足
の
解
消
を
目
的
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
出
向
き
相
談
や
説
明
会

を
行
う
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
事
業
や
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
無
料
職
業
紹
介
事
業
、
福
祉
の
職
場
合

同
就
職
面
談
会
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

 

ま
た
、
福
祉
の
資
格
取
得
を
志
す
養
成

施
設
の
学
生
に
対
す
る
介
護
福
祉
士
等
修

学
資
金
貸
付
事
業
の
広
報
・
啓
発
に
努
め

る
。 

 （
２
）
社
会
福
祉
従
事
者
に
対
す
る
研
修

等
の
充
実 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す
る

た
め
、
県
委
託
研
修
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
福
祉
従
事
者
を
対
象
と
し
た
各
種
人
材

養
成
研
修
の
充
実
に
努
め
る
。 

ま
た
、
社
会
福
祉
従
事
者
の
た
め
の
福

利
厚
生
事
業
の
推
進
・
拡
充
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。 

 

５ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
の

保
護
に
関
す
る
取
り
組
み 

 
 （

１
）
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
実
施
体

制
の
見
直
し 

判
断
能
力
が
不
十
分
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
本

事
業
実
施
体
制
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り

身
近
で
円
滑
な
事
業
の
推
進
が
図
れ
る
よ

う
、
説
明
会
お
よ
び
研
修
会
等
の
実
施
を

通
し
て
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
理

解
と
協
力
を
求
め
る
。 

 （
２
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
の

充
実 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
会
に
設
置
さ

れ
て
い
る
運
営
適
正
化
委
員
会
の
適
正
な

運
営
に
努
め
る
。 

 

（
３
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

の
推
進 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
有
効
な
情
報

を
利
用
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
事
業
者
の
取

り
組
み
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
本
事

業
の
推
進
に
努
め
る
。 

 （
４
）
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価

事
業
の
実
施 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
及
び
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
外
部
評
価
実

施
機
関
と
し
て
、
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
目
的
と
す
る
評
価
事
業
の
円

滑
な
実
施
に
努
め
る
。 

 ６ 

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康

づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
事
業

の
推
進 

 （
１
）
第
１４
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
祭
の
開
催 

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
十
分
に
踏
ま
え
、

市
区
町
村
、
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団

体
と
一
層
の
協
働
を
図
り
、
福
岡
地
域
を

主
会
場
と
し
て
開
催
す
る
。 

（
２
）
第
２７
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ

大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０

１
４
）
へ
の
選
手
派
遣 

「
第
２７
回

全
国
健
康
福

祉
祭
と
ち
ぎ

大
会
（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク

栃
木
２
０
１

４
）
」
に
多
数

の
選
手
を
派

遣
す
る
。 

 

 

７ 
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

と
見
守
り
の
推
進 

（
１
）
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

と
見
守
り
の
推
進 

急
増
す
る
認
知
症
に
つ
い
て
県
民
が
正

し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
々
が
地
域
の

中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
認
知
症

に
つ
い
て
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
認
知
症
疑
似
体
験
や
介
護
講

座
を
通
し
て
、
正
し
い
介
護
方
法
や
接
し

方
・
見
守
り
方
な
ど
の
普
及
・
啓
発
に
取

り
組
む
。 

さ
ら
に
、
地

域
で
見
守
る

「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の

拡
充
を
図
る

た
め
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
や

そ
の
講
師
を

養
成
す
る
研

修
等
を
開
催

す
る
。 

 ８ 

広
報
活
動
の
充
実 

 （
１
）
広
報
活
動
の
充
実 

本
会
広
報
誌
「
ふ
く
お
か
の
ふ
く
し
」

に
つ
い
て
は
、
社
会
問
題
・
地
域
課
題
の

多
様
化
を
踏
ま
え
、
単
な
る
情
報
提
供
に

と
ど
ま
ら
な
い
積
極
的
な
課
題
提
起
を
含

め
た
誌
面
づ
く
り
に
努
め
る
。 

ま
た
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
「
社

協
通
信
」
、
子
育
て
支
援
情
報
誌
「
ふ
く
す

く
」
、
障
害
者
福
祉
推
進
の
た
め
の
「
障
害

者
福
祉
情
報
」
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ふ

く
ふ
く
ネ
ッ
ト
」
の
内
容
充
実
に
努
め
る
。
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平成２５年度 募金実績 

７億６５０１万５１５４円 

え 

  
 

  

平
成
２５
年
度
共
同
募
金
運
動
で

は
、
一
般
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
を
合
わ
せ
、
７
億
６
５
０
１
万

５
１
５
４
円
の
浄
財
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
平

成
２６
年
度
に
実
施
す
る
様
々
な
福

祉
活
動
に
活
用
い
た
し
ま
す
。 

               

                          
 

  

                            

                            

福
岡
県
を
良
く
す
る
た
め
に

７
８
９
０
万
８
千
円  

 

①

県
全
域
を
対
象
と
し
た
福
祉
施
設
・
団
体
の

活
動
の
支
援
に 

 
 

 
[

６
６
３
８
万
円] 

 

②

児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
進
学
・
就

職
の
準
備
金
な
ど
に 

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
） 

[

１
２
５
２
万
８
千
円] 

 

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
た
め
に

６
億
１
３
６
８
万
４
３
３
２
円 

 

各
地
域
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
福
祉
活
動
費
に
活
用
し
ま
す
。 

 ①

各
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
見
守
り
訪
問
活
動

や
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、
地
域
の
福
祉
活
動
に  

[

４
億
７
２
７
９
万
５
４
０
０
円] 

 

②

地
域
で
活
動
し
て
い
る
福
祉
施
設
・
団
体
の
た
め
に 

[

９
４
８
万
円] 

 

③

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た
め
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
障
害

者
共
同
作
業
所
の
支
援
な
ど
に 

 
 
 

 
[

３
３
７
６
万
円] 

 
④

新
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
（
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
）

 
[

９
７
６
４
万
８
９
３
２
円] 

共
同
募
金
運
動
推
進
の
た
め
に

 

 

共
同
募
金
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

経
費
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
や
バ
ッ
ジ
等
の
広
報

資
材
を
作
成
し
ま
す
。 

平成 25 年度

共同募金の 

使いみち 

民生委員児童委員の見守り訪問 

公民館で実施する子育てサロン 

保育園の遊具整備 
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平
成
２４
年
度
か
ら
本
会
で
取
り
組

み
始
め
た
「
寄
付
つ
き
商
品
」
。
つ
い
に

５０
番
目
の
商
品
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

久
留
米
市
に
あ
る
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社
の
ご
協
力
に

よ
り
、
自
賠
責
保
険
の
契
約
１
件
ご
と

に
、
事
務
手
数
料
の
一
部
を
共
同
募
金 

                 

   
 

 

会
久
留
米
市
支
会
と
久
留
米
市
社
会
福 

祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
す
。 

「
地
域
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
も
で

き
る
こ
と
を
」
と
社
内
で
地
域
貢
献
活

動
を
検
討
さ
れ
る
中
、
久
留
米
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
相
談
さ
れ
、
共
同
募
金

会
が
取
り
組
む
「
寄
付
つ
き
商
品
」
の 

紹
介
を
受
け
た

こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
今
回
の
商

品
が
生
ま
れ
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寄
付
つ
き
商

品
は
、
企
業
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自
ら
の
強
み
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

活
か
し
な
が
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
理
な
く
地
域 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
貢
献
で
き
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

活
動
で
あ
る
と 

と
も
に
、
共
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

募
金
会
に
と
っ 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
も
、
末
長
く

共
同
募
金
運
動

を
応
援
し
て
い 

た
だ
け
る
絶
好
の
取
り
組
み
で
あ
り
、 

本
会
で
は
、
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し 

て
い
き
ま
す
。 

                 

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に

 

２
２
９
５
万
４
２
４
円

 

募
金
の
３
％
を
「
災
害
等
準
備
金
」

と
し
て
積
み
立
て
、
大
規
模
災
害
時

に
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
拠
点
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
活
動
費
等
に
活
用
し
ま
す
。 

［
平
成
２５
年
度
の
積
立
金 

２
２
９
５
万
４
２
４
円] 平成２４年７月福岡県豪雨災害でのボランティア活動

県
内
で
50
番
目
の
寄
付
つ
き
商
品
が
誕
生
！ 

久
留
米
市
で
は
初
「
寄
付
つ
き
自
賠
責
保
険
」

〖
問
い
合
わ
せ
先
〗 

福
岡
県
共
同
募
金
会 

℡
０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
３
８
８ 

５月２日に開催した合同調印式の様子 

（左から） 
共同募金会久留米市支会 会 長   小 林 秀 樹 氏
ﾌﾘｰﾗﾝｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ株式会社 代表取締役 馬 田 博 昭 氏
久留米市社会福祉協議会 会 長   川 地 東洋男 氏

寄
付
つ
き
商
品
と
は 

 

企
業
が
商
品
の
売
り
上
げ
の
一
部
を

共
同
募
金
会
に
寄
付
す
る
も
の
で
、
企

業
と
共
同
募
金
会
が
協
働
で
商
品
開
発

を
行
い
ま
す
。 

※
詳
細
は
、
福
岡
県
共
同
募
金
会
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
t
t
p:
/
/w
w
w.f

s
w
.o

r
.j

p
/ky

o
b
o/ 

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
と
は 

原
動
機
付
自
転
車
（
原
付
）
を
含
む

す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
を
救
済
す

る
た
め
、
加
害
者
が
負
う
べ
き
経
済
的

な
負
担
を
補
て
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
、

基
本
的
な
対
人
賠
償
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 
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近
年
、
全
国
で
豪
雨
災
害
や
竜
巻

な
ど
が
多
発
し
て
お
り
、
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
大
規
模
・
広
域
的
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
は
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、
要
援

護
者
の
支
援
や
救
援
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
な
る
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち

上
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て

被
災
地
の
住
民
生
活
の
復
旧
、
復
興

を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

本
会
で
は
、
平
成

２ ５
年
度
か
ら
市

町
村
社
協
が
災
害
発
生
後
、
迅
速
適

切
な
判
断
の
も
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
円
滑
に
被

災
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
調
整
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
訓
練
モ
デ
ル
指
定
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

本
号
で
は
、
平
成

２ ５
年
度
モ
デ
ル

指
定
社
協
と
し
て
実
施
し
た
京
築
地

区
社
協
連
絡
協
議
会
と
田
川
地
区
社

協
連
絡
協
議
会
の
取
り
組
み
と
今
年

度
取
り
組
む
社
協
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

      

京
築
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
（
行
橋
市
・

豊
前
市
・
苅
田
町
・
み
や
こ
町
・
吉
富
町
・

上
毛
町
・
築
上
町
）
で
は
、
平
成
２５
年
４
月

２４
日
に
「
京
築
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
災
害

時
相
互
支
援
協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
の
取

り
組
み
に
関
し
て
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

な
か
で
本
モ
デ
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。 

本
モ
デ
ル
事
業
を
受
け
、
９
月
７
日
に
は
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

学
ぶ
学
習
会
や
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
協
定
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か

も
含
め
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

立
ち
上
げ
ま
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
９
月
２３
日
に
は
、
実
際
に
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
か
ら
運

営
ま
で
の
訓
練
を
行
い
、
京
築
地
区
社
協
職

員
全
員
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
共
有
を
図
り
ま
し
た
。 

 

 

各
社
協
の
会
長
や
事
務
局
長
も
参
加
し
、

職
員
と
一
緒
に
研
修
会
や
訓
練
を
行
う
こ

と
で
、
災
害
時
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
や
行
政
と
の
連
携
の
必
要
性
等
に
つ

い
て
理
解
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
と

も
に
、
社
協
全
体
の
団
結
力
に
も
繋
が
り
ま

し
た
。 

事
業
担
当
者
の
豊
前
市
社
協 

橋
本
氏

は
、「
設
置
運
営
訓
練
を
実
施
し
、『
い
ざ
と

い
う
時
に
現
状
で
は
全
く
動
け
な
か
っ
た
』
、

と
い
う
感
想
が
多
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
に
気
づ
き
、
反
省
す
る
機
会
が
持
て

た
こ
と
が
、
こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
の
何
よ
り

の
成
果
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

  

京
築
地
区
社
協
で
は
、
モ
デ
ル
指
定
事
業

で
実
施
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
設
置
・
運
営
訓
練
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、

今
後
、
参
集
基
準
や
連
絡
網
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成

を
行
う
と
と
も
に
、
各
市
町
で
社
協
と
行
政

と
の
災
害
支
援
協
定
の
締
結
を
す
す
め
て
い

く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
な
研
修

会
の
開
催
を
通

し
て
、
今
ま
で
以

上
に
社
協
間
の

連
携
を
深
め
て

い
く
予
定
で
す
。 

 
   

田
川
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
（
田
川
市
・

香
春
町
・
添
田
町
・
糸
田
町
・
川
崎
町
・
大

任
町
・
赤
村
・
福
智
町
）
で
は
、
本
モ
デ
ル

事
業
の
指
定
を
受
け
、
９
月
２３
日
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
社
協
が

運
営
を
担
う
理
由
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
研

修
を
実
施
し
、
そ
の
う
え
で
、
１０
月
５
日
・

６
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
・
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
本
モ
デ
ル
事
業
を
通
し
て
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
を
立
ち
上
げ
、
災
害
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
田
川
地
区
社
協
職
員
が
共

通
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
繋
が
る
よ
う
、

災
害
対
応
の
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

ま
し
た
。 

 
 

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
会
が
設
置
さ
れ
、
社
協
間
で
災
害
に
つ

い
て
協
議
を
す
る
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
こ
と

で
、
災
害
発
生
時
に
、
近
隣
社
協
間
で
ス
ム

ー
ズ
な
支
援
体
制
が
と
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

事
業
担
当
者
の
糸
田
町
社
協 

津
城
氏

は
、「
今
回
の
研
修
や
訓
練
を
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
の
た
め
だ
け
に

使
う
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
日
々
行
う

地
域
福
祉
活
動
に
活
か
す
・
活
か
せ
る
、
と

い
う
こ
と
の
再
認
識
が
で
き
ま
し
た
。
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

田
川
地
区
社
協
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
担
当
者
が
今
後
も
、
災
害
に
関
す
る
情
報

交
換
・
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
定

期
的
な
研
修
会

や
訓
練
の
実
施

を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

ま
た
、
災
害

時
に
お
け
る
社

協
の
役
割
は
、

平
成
２５
年
度
指
定
地
区
社
協
報
告 

災
害
時
に
頼
れ
る
社
協
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練
モ
デ
ル
指
定
事
業
～

京
築
地
区
社
協
連
絡
協
議
会 

田
川
地
区
社
協
連
絡
協
議
会

事
業
の
成
果 

今
後
の
展
開 

事
業
の
成
果 

今
後
の
展
開 
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運

営
に
限
ら
ず
、
要
援
護
者
の
避
難
や
福
祉
避

難
所
の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
際

の
各
社
協
の
対
応
や
、
社
協
間
相
互
支
援
の

あ
り
方
等
も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

    

本
会
で
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練

モ
デ
ル
指
定
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度

は
地
区
単
位
で
モ
デ
ル
指
定
を
行
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
単
独
で
３
社
協
の
指
定
を

行
い
ま
す
。 

 

                

 

                

左から竹田会長（筑紫野市社協）、金堂会長（春日市社協）、

松島会長（太宰府市社協）、高橋会長（那珂川町社協）、 
松田会長（大野城市社協） 

平
成
26
年
度
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

設
置
・
運
営
訓
練
モ
デ
ル
指
定
社
協
決
定
！ 

災害時に迅速かつ円滑に近隣社協が連携し支援を実施するため、筑紫野市、春日市、大野城市、太宰

府市、那珂川町４市１町で構成される筑紫地区の各社協で、『筑紫地区社会福祉協議会災害時相互支援

協定』を平成２６年３月２０日に締結しました。 

協定には、被災地域への支援職員派遣や災害救援活動に 

必要な備品・資材の提供、また、支援要請手続きの手順な 

ども盛り込まれています。 

大野城市社協の松田会長は、「これを機に平時から各社 

協がつながり、災害が起こった時に支援し合えるような 

関係を築いていきたい。」と筑紫地区における社協間の連 

携を強めていく決意を述べられました。 

平
成
２６
年
度
指
定
社
協
と
事
業
概
要 

 

○
大
牟
田
市
社
協 

①
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
修 

②
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
、
協
力
体
制
の
構
築 

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練 

④
防
災
運
動
会
の
開
催 

 

○
嘉
麻
市
社
協 

①
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練 

②
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
図
上
訓
練
を
実
施 

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア 

ル
の
見
直
し 

④
災
害
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成 

⑤
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
の
開
催 

 

○
大
刀
洗
町
社
協 

 

①
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練 

 

②
関
係
機
関
（
両
筑
地
区
社
協
連
絡
会
）
と
連
携
体
制
の

確
認
と
実
践 

 

③
外
部
機
関
・
団
体(

行
政
、
青
年
会
議
所
等)

と
の
連
携 

 

④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し 

       （福岡県委託事業） 
 
【期   間】平成２６年６月から平成２７年３月まで 

【場    所】クローバープラザ 東棟４階 介護実習室 

【開催講座】介護予防講座、介護入門講座、福祉用具・住宅改修講座、 

テーマ別介護講座、認知症介護講座 
【申込方法】パンフレット「介護講座のご案内」の受講申込書に必要事項を記入し、 

下記事務局あてＦＡＸか郵送でお申し込みください。 
（パンフレットは 福岡県社協ホームページ http://www.fsw.or.jp に掲載。） 

 
受講料 
無料 

【問い合わせ先】 

地域福祉部 地域課  TEL ０９２－５８４－３３７７ 

【問い合わせ先】 
福岡県介護実習・普及センター（福岡県社会福祉協議会 介護実習課） 
TEL ０９２－５８４－３３５１ FAX ０９２－５８４－３３５４ 

 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運

営
に
限
ら
ず
、
要
援
護
者
の
避
難
や
福
祉
避

難
所
の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
際

の
各
社
協
の
対
応
や
、
社
協
間
相
互
支
援
の

あ
り
方
等
も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

    

本
会
で
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練

モ
デ
ル
指
定
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度

は
地
区
単
位
で
モ
デ
ル
指
定
を
行
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
単
独
で
３
社
協
の
指
定
を

行
い
ま
す
。 

 

                

 

                

左から竹田会長（筑紫野市社協）、金堂会長（春日市社協）、

松島会長（太宰府市社協）、高橋会長（那珂川町社協）、 
松田会長（大野城市社協） 

平
成
26
年
度
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

設
置
・
運
営
訓
練
モ
デ
ル
指
定
社
協
決
定
！ 

災害時に迅速かつ円滑に近隣社協が連携し支援を実施するため、筑紫野市、春日市、大野城市、太宰

府市、那珂川町４市１町で構成される筑紫地区の各社協で、『筑紫地区社会福祉協議会災害時相互支援

協定』を平成２６年３月２０日に締結しました。 

協定には、被災地域への支援職員派遣や災害救援活動に 

必要な備品・資材の提供、また、支援要請手続きの手順な 

ども盛り込まれています。 

大野城市社協の松田会長は、「これを機に平時から各社 

協がつながり、災害が起こった時に支援し合えるような 

関係を築いていきたい。」と筑紫地区における社協間の連 

携を強めていく決意を述べられました。 

平
成
２６
年
度
指
定
社
協
と
事
業
概
要 

 

○
大
牟
田
市
社
協 

①
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
修 

②
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
、
協
力
体
制
の
構
築 

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練 

④
防
災
運
動
会
の
開
催 

 

○
嘉
麻
市
社
協 

①
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練 

②
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
図
上
訓
練
を
実
施 

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア 

ル
の
見
直
し 

④
災
害
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成 

⑤
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
の
開
催 

 

○
大
刀
洗
町
社
協 

 

①
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練 

 

②
関
係
機
関
（
両
筑
地
区
社
協
連
絡
会
）
と
連
携
体
制
の

確
認
と
実
践 

 

③
外
部
機
関
・
団
体(

行
政
、
青
年
会
議
所
等)

と
の
連
携 

 

④
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し 

       （福岡県委託事業） 
 
【期   間】平成２６年６月から平成２７年３月まで 

【場    所】クローバープラザ 東棟４階 介護実習室 

【開催講座】介護予防講座、介護入門講座、福祉用具・住宅改修講座、 

テーマ別介護講座、認知症介護講座 
【申込方法】パンフレット「介護講座のご案内」の受講申込書に必要事項を記入し、 

下記事務局あてＦＡＸか郵送でお申し込みください。 
（パンフレットは 福岡県社協ホームページ http://www.fsw.or.jp に掲載。） 

 
受講料 
無料 

【問い合わせ先】 

地域福祉部 地域課  TEL ０９２－５８４－３３７７ 

【問い合わせ先】 
福岡県介護実習・普及センター（福岡県社会福祉協議会 介護実習課） 
TEL ０９２－５８４－３３５１ FAX ０９２－５８４－３３５４ 
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 福岡県社会福祉協議会では、社会福祉施設等に従事されている方々の資質向上を目的に研修を開催します。 

１ 福祉の現場の皆さんを応援！ 「社会福祉施設役職員研修」 

（１）階層別研修 

新任職員から管理職まで、それぞれの立場に求められる役割を理解し、必要な能力を身に着けるための研修です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）専門研修 

児童福祉・障害者福祉・高齢者福祉の施設種別や職種別に、現場で求められる実践的な研修です。                                        

【児童関係施設】                                         【高齢者関係施設】                                   

研修名 開催時期 

家庭相談員研修 ６月 

児童福祉施設職員研修 ９月 

児童館職員等研修 ２月 

【障害関係施設】 

【共 通】 

 

 

 

 
 

２ 資格取得を目指す皆さんを応援！ 「資格取得研修」 

研修名 開催時期 

身体拘束廃止推進研修  

１ 
身体拘束廃止推進員養成研修 

（３日間） 

７～９月 

９～１０月 

２ 
身体拘束廃止看護職員研修 

（３日間） 
１１～１２月 

介護支援専門員研修  

１ 介護支援専門員実務研修（７日間） １～３月 

２ 
介護支援専門員専門・更新研修（専

門Ⅰ・更新前期）（５日間） 
６～８月 

３ 
介護支援専門員専門・更新研修（専

門Ⅱ・更新後期）（４日間） 
１０～１２月 

４ 
介護支援専門員更新研修（実務未

経験者・再研修）（７日間） 
８～１０月 

 

 

研修名 開催時期 

訪問介護適正実施研修 ６月 

施設職員を対象としたケアプラン研修 ６～７月 

処遇記録研修（高齢者分野） ７月 

グループホーム職員研修 ７月 

訪問介護員研修 １０月 

直接処遇職員研修（生活相談員、看護

職員、介護職員、給食担当職員） 
１０～１月 

研修名 開催時期 

処遇記録研修（障害者分野） １月 

知的障害者施設職員研修 １月 

身体障害者施設職員研修 １～２月 

小規模作業所職員研修 １月 研修名 開催時期 

感染症予防研修（夏期・冬期） ６月・１１月 

ビジネス文書研修 ７月 

事務職員研修 ７月・１０月 

研修名 開催時期 

認知症介護研修  

１ 認知症介護実践者研修（６日間） 
６～７月 
７～８月 
１～２月 

２ 
認知症対応型サービス事業管理者

研修（２日間） 
８月・３月 

３ 
小規模多機能型サービス等計画作

成担当者研修（２日間） 
９月・２月 

４ 
認知症対応型サービス事業開設者

研修（２日間） 
８月・２月 

５ 
認知症介護実践リーダー研修 

（１０日間） 
９～１１月 

介護支援専門員実務研修受講試験準

備講習会（６日間 模擬試験含む） 
７月～９月 

ホームページアドレス  http://www.fsw.or.jp/kenshu 
※上記へ直接アクセスいただくか、検索サイト（ヤフー、グーグル等）で「福岡県社協 研修課」と検索してください。  

研修に関する問い合わせ先  研修課（直通） TEL ０９２－５８４－３４０１ 

福岡県社会福祉協議会 では 

あなたの を しています！ 

◆申込方法◆各研修開催日の２ヵ月前を目途に受講対象施
設・事業所に案内しますので、指定様式でお申込みください。
なお、研修名・内容・日程等は変更の可能性もありますので、
随時研修課のホームページ（下記参照）でご確認ください。 

新人
　【参加対象】
　　経験年数：２年未満

若手・中堅

管理職

【参加対象】
　中間管理職
　経験年数：１０年以上

【参加対象】
　理事長及び法人
　経営に携わる者

　【参加対象】
　　経験年数：
　　２年～５年未満

監督職

　【参加対象】
　　経験年数：
　　５年～１０年未満

指導職

新任研修
（５月）

基礎研修
（７・９月）

課題研修
（６月）

コーチング研修
（１０月）

管理系研修
（７月・２月）

業務改善研修
（１０月）

目標設定・管理研修
（１０月）

リスクマネジメント研修
（１０月）

 

 

 
 
 

 

去る平成２６年３月３１日（月）に福岡県庁において、福岡県と福岡県老人福祉施設協議会（老施協）、

福岡県老人保健施設協議会（老健協）、北九州高齢者福祉事業協会（高福協）の高齢者施設３団体が、「災害

時等における被災した高齢者福祉施設等への応援等に関する協定書」に調印しました。 

これは、先の東日本大震災の際、長距離の避難で施設入所者の死亡

や認知症高齢者の混乱等が報告されており、大規模な災害等で高齢者

施設の入所者が避難する際に、安心して安全に避難できるよう予め施

設団体と県が役割等を取り決めしておくもので、在宅の要介護者の施

設への一時受入れ等も含めた内容となっています。 

小川県知事は、「本協定は、県内のみならず県外での災害も想定し

ており、要介護者が安全に避難できるよう県として精一杯尽力したい。

県と施設団体がこのような協定を結ぶのは、九州では初めての試みで

ある。」と強調されました。福岡県老施協 原嘉伸 会長が「施設の

利用者が安心して避難できる場所が確保される協定であり、大変心強     

い。」と話されていました。 
 

 
 
平成２６年４月１１日（金）にクローバープラザで、福岡トヨペット株

式会社様から県内の母子生活支援施設の子ども達の育成に役立つよう絵

本や参考書の購入のための図書券を寄贈いただきました。 
本事業は、同社の「両想いプロジェクト」の一環として２０１３年４月

より始まった活動で、各店舗において、５００円の寄付をして頂いた方に、

両想いのしるしとしてイメージキャラクターの「トヨピー」のぬいぐるみ

をお渡しする活動に取り組んでこられました。 
この取り組みでの寄付金５３９，１３８円と同社の基金を合せて７０万

円分の寄贈をいただき、関係者一同大変感謝しております。 
このあたたかい励ましは、母子生活支援施設で生活する子ども達の未来

を支えてくれるものとなるでしょう。 

 

 

  

福岡県は４月２６日（土）に博多の森陸上競技場及びクローバープラザにおいて、「第５２回福岡県身体

障害者体育大会」を開催しました。 
この大会は、障害者がスポーツを通して、残存機能の回復と体力の維持・増強を図るとともに、社会の身

体障害者に対する認識と理解を高めることを目的とした大会で、長崎県で１１月に開催される「第１４回全

国障害者スポーツ大会（長崎がんばらんば大会）」の代表選手の選考大会でもあります。 
当日は、６６団体・７４２名の選手たちが、陸上競技、アーチェリー、卓球、フライングディスクの各種

目で日頃の練習の成果を存分に発揮しました。 
 
 

 

左から原老施協会長、小川県知事、 
三根老健協会長、渡辺高福協会長 
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 福岡県社会福祉協議会では、社会福祉施設等に従事されている方々の資質向上を目的に研修を開催します。 

１ 福祉の現場の皆さんを応援！ 「社会福祉施設役職員研修」 

（１）階層別研修 

新任職員から管理職まで、それぞれの立場に求められる役割を理解し、必要な能力を身に着けるための研修です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）専門研修 

児童福祉・障害者福祉・高齢者福祉の施設種別や職種別に、現場で求められる実践的な研修です。                                        

【児童関係施設】                                         【高齢者関係施設】                                   

研修名 開催時期 

家庭相談員研修 ６月 

児童福祉施設職員研修 ９月 

児童館職員等研修 ２月 

【障害関係施設】 

【共 通】 

 

 

 

 
 

２ 資格取得を目指す皆さんを応援！ 「資格取得研修」 

研修名 開催時期 

身体拘束廃止推進研修  

１ 
身体拘束廃止推進員養成研修 

（３日間） 

７～９月 

９～１０月 

２ 
身体拘束廃止看護職員研修 

（３日間） 
１１～１２月 

介護支援専門員研修  

１ 介護支援専門員実務研修（７日間） １～３月 

２ 
介護支援専門員専門・更新研修（専

門Ⅰ・更新前期）（５日間） 
６～８月 

３ 
介護支援専門員専門・更新研修（専

門Ⅱ・更新後期）（４日間） 
１０～１２月 

４ 
介護支援専門員更新研修（実務未

経験者・再研修）（７日間） 
８～１０月 

 

 

研修名 開催時期 

訪問介護適正実施研修 ６月 

施設職員を対象としたケアプラン研修 ６～７月 

処遇記録研修（高齢者分野） ７月 

グループホーム職員研修 ７月 

訪問介護員研修 １０月 

直接処遇職員研修（生活相談員、看護

職員、介護職員、給食担当職員） 
１０～１月 

研修名 開催時期 

処遇記録研修（障害者分野） １月 

知的障害者施設職員研修 １月 

身体障害者施設職員研修 １～２月 

小規模作業所職員研修 １月 研修名 開催時期 

感染症予防研修（夏期・冬期） ６月・１１月 

ビジネス文書研修 ７月 

事務職員研修 ７月・１０月 

研修名 開催時期 

認知症介護研修  

１ 認知症介護実践者研修（６日間） 
６～７月 
７～８月 
１～２月 

２ 
認知症対応型サービス事業管理者

研修（２日間） 
８月・３月 

３ 
小規模多機能型サービス等計画作

成担当者研修（２日間） 
９月・２月 

４ 
認知症対応型サービス事業開設者

研修（２日間） 
８月・２月 

５ 
認知症介護実践リーダー研修 

（１０日間） 
９～１１月 

介護支援専門員実務研修受講試験準

備講習会（６日間 模擬試験含む） 
７月～９月 

ホームページアドレス  http://www.fsw.or.jp/kenshu 
※上記へ直接アクセスいただくか、検索サイト（ヤフー、グーグル等）で「福岡県社協 研修課」と検索してください。  

研修に関する問い合わせ先  研修課（直通） TEL ０９２－５８４－３４０１ 

福岡県社会福祉協議会 では 

あなたの を しています！ 

◆申込方法◆各研修開催日の２ヵ月前を目途に受講対象施
設・事業所に案内しますので、指定様式でお申込みください。
なお、研修名・内容・日程等は変更の可能性もありますので、
随時研修課のホームページ（下記参照）でご確認ください。 

新人
　【参加対象】
　　経験年数：２年未満

若手・中堅

管理職

【参加対象】
　中間管理職
　経験年数：１０年以上

【参加対象】
　理事長及び法人
　経営に携わる者

　【参加対象】
　　経験年数：
　　２年～５年未満

監督職

　【参加対象】
　　経験年数：
　　５年～１０年未満

指導職

新任研修
（５月）

基礎研修
（７・９月）

課題研修
（６月）

コーチング研修
（１０月）

管理系研修
（７月・２月）

業務改善研修
（１０月）

目標設定・管理研修
（１０月）

リスクマネジメント研修
（１０月）

 

 

 
 
 

 

去る平成２６年３月３１日（月）に福岡県庁において、福岡県と福岡県老人福祉施設協議会（老施協）、

福岡県老人保健施設協議会（老健協）、北九州高齢者福祉事業協会（高福協）の高齢者施設３団体が、「災害

時等における被災した高齢者福祉施設等への応援等に関する協定書」に調印しました。 

これは、先の東日本大震災の際、長距離の避難で施設入所者の死亡

や認知症高齢者の混乱等が報告されており、大規模な災害等で高齢者

施設の入所者が避難する際に、安心して安全に避難できるよう予め施

設団体と県が役割等を取り決めしておくもので、在宅の要介護者の施

設への一時受入れ等も含めた内容となっています。 

小川県知事は、「本協定は、県内のみならず県外での災害も想定し

ており、要介護者が安全に避難できるよう県として精一杯尽力したい。

県と施設団体がこのような協定を結ぶのは、九州では初めての試みで

ある。」と強調されました。福岡県老施協 原嘉伸 会長が「施設の

利用者が安心して避難できる場所が確保される協定であり、大変心強     

い。」と話されていました。 
 

 
 
平成２６年４月１１日（金）にクローバープラザで、福岡トヨペット株

式会社様から県内の母子生活支援施設の子ども達の育成に役立つよう絵

本や参考書の購入のための図書券を寄贈いただきました。 
本事業は、同社の「両想いプロジェクト」の一環として２０１３年４月

より始まった活動で、各店舗において、５００円の寄付をして頂いた方に、

両想いのしるしとしてイメージキャラクターの「トヨピー」のぬいぐるみ

をお渡しする活動に取り組んでこられました。 
この取り組みでの寄付金５３９，１３８円と同社の基金を合せて７０万

円分の寄贈をいただき、関係者一同大変感謝しております。 
このあたたかい励ましは、母子生活支援施設で生活する子ども達の未来

を支えてくれるものとなるでしょう。 

 

 

  

福岡県は４月２６日（土）に博多の森陸上競技場及びクローバープラザにおいて、「第５２回福岡県身体

障害者体育大会」を開催しました。 
この大会は、障害者がスポーツを通して、残存機能の回復と体力の維持・増強を図るとともに、社会の身

体障害者に対する認識と理解を高めることを目的とした大会で、長崎県で１１月に開催される「第１４回全

国障害者スポーツ大会（長崎がんばらんば大会）」の代表選手の選考大会でもあります。 
当日は、６６団体・７４２名の選手たちが、陸上競技、アーチェリー、卓球、フライングディスクの各種

目で日頃の練習の成果を存分に発揮しました。 
 
 

 

左から原老施協会長、小川県知事、 
三根老健協会長、渡辺高福協会長 
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